




胎児医学の進歩・発展は著しく、その診断に関しては満足すべきレベルに到達しつつある。

今後の胎児病の主眼は正しく診断された患児をどのような治療方針で積極的にアプローチ

していくかにあるといえる。ここに「fetus as a patient」の概念の究極の目標が存在す

ると考えられる。


